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研究成果の概要（和文）：知的障害児・者における運動プランニングの特徴について、End-state comfort 
effect(ESC効果, 最終状態の安楽効果)に注目して検討した。ESC効果とは、ある運動を遂行する際に、次の運動
へと移行しやすい安楽な姿勢で、その運動が終了するようあらかじめ計画が成されるという現象を指す。測定の
結果、知的障害児・者におけるESC効果の出現は稀な事象であることが、まず明らかとなった。また、知的障害
児・者における誤反応の分析を行ったところ、呈示された事物に対する習慣的反応の抑制困難がESC効果の未出
現の関連要因として見出された。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the features and their related factor of the 
end-state comfort (ESC) effect in people with intellectual disabilities (ID). The ESC effect 
represents a tendency to maximize comfortable hand and arm postures at the end of object 
manipulation tasks. Significant findings of this study were as follows: a) people with ID showed 
difficulty with the manifestation of the ESC effect. b) The error response analyses revealed that 
inefficient work of the goal-directed system in people with ID. c) The problems of manual dexterity 
were found to be related to the ESC effect in people with ID. d) The observational learning effects 
did not occur in adults with ID.

研究分野：身体教育学, 特別支援教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
知的障害児・者におけるESC効果について検討した研究は、これまでにほとんど認められない。そうした中、こ
の現象を取り上げ、独自に考案した課題も用いて、その詳細を分析した本研究の学術的価値は明らかである。
また本研究では、知的障害児・者においてはESC効果が出現する者ほど手指を用いた作業能力も高くなることに
加え、課題における誤反応を分析することにより、知的障害児・者の心理特性を明確することを示すことができ
た。これらの知見は、知的障害児・者に対する支援を考える上でも有用であると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
知的障害は発達期から生じる知的機能の制約を特徴とする発達障害であるが、知的障害のあ
る子どもや成人(以下、知的障害児・者とする)においては、明らかな運動マヒはないにも関わ
らず、様々な運動課題の遂行に困難が認められることが、彼らへの教育が始まった当初から指
摘されている。だが、こうした知的障害児・者の運動面における困難が、どのような要因によ
り生じているのかについては、未だ明らかにされていない点が多い。これまでに研究代表者ら
は、知的障害児・者で見られる運動面の特徴が運動面に限局されたものでなく、認知面の特徴
とも関連するものであることを明らかにしてきた。だが、知的障害児・者の運動面の困難に関
して、こうした観点からのアプローチは未だ少ない。このような研究の背景を踏まえ、本研究
では知的障害児・者における運動面の困難と認知的な特性のいずれにも関連していると思われ
る「運動プランニング」に注目し、その特性の解明と教育支援法の構築を試みた。 
運動プランニングとは、合目的的に運動を遂行する際に運動の軌跡や表出する力、手順など
をあらかじめ計画することであるが、近年これと関連する現象として、End-state comfort 
effect (ESC 効果, 最終状態の安楽効果)が注目されている。これは我々が運動を遂行する際に
は、次の運動へと移行しやすい状態で運動を終了するようあらかじめ計画が行われるという現
象を指す。運動遂行における ESC 効果の出現は、円滑かつ効率のよい運動や作業の実現に繋
がるものであり、知的障害児・者における運動面の困難の改善を考える際に当然、注目すべき
現象である。しかし、知的障害児・者における ESC 効果の実態について調べた研究は、ほと
んど存在していない。 
 
２．研究の目的 
 以上を踏まえ本研究の目的は、知的障害児・者における運動プランニングの特性に関して、
ESC効果の出現という観点から明らかにすると共に、その規定要因を探索することで、彼らに
対する支援の手掛かりを得ることである。 
 
３．研究の方法 
 対象とする知的障害児・者は、知的障害者施設の利用者である。また、こども園や小学校に
在籍する定型発達児に対しても測定を行った。いずれの対象者に対しても、測定への参加は義
務づけておらず、自発的に測定に参加した者のみを対象としている。研究実施やデータの学術
報告に対する許可は、各施設等から得ている。なお、本研究は研究代表者の所属する研究機関
の研究倫理委員会の承認を得て実施された。先行研究をもとに、ESC 効果の出現を検討するた
めの課題をいくつか実施した。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、以下の４点に縮約される。 
１）知的障害児・者における ESC 効果の実態 
 まず知的障害児・者における ESC 効果の実態について検討するため、先行研究で年齢の低い
定型発達児に対しても実施されている cup manipulation task を実施した。本課題は、開口部
が伏せられた容器の底に付けられた物を取るよう求められた際に、対象者が容器をどのように
扱うのか観察することから、ESC 効果の出現の有無を評価するものである。測定の結果、知的
障害児・者において、ESC 効果を示す者は稀であった。そこで本研究では、これまで誤反応と
して一括され、あまり分析されていなかった ESC 効果を示していなかった場合に、対象者がど
のように課題を行っていたのかについての分析を行った。分析の結果、知的障害児・者におけ
る誤反応の共通項として、事物に対する習慣的動作が抑制されえないことが挙げられた。この
点と関連して、研究代表者らは運動プランニングとも関わりが深い実行制御課題である Luria 
hand test において、定型成人においては明らかに、重篤な知的障害のない ASD 児においては
留保付きながら、その遂行に内言(実際の構音を伴わない内的な発話)が関与していることを見
出した。知的障害児・者の運動制御における内言の役割は、古典的なテーマではあるが未だ明
らかでない点も多い。習慣的動作の抑制に関して、この内言が関与している可能性は十分に考
えられる。この点について今後、検討していく必要がある。 
 
２）知的障害児・者における ESC 効果の促進要因 
 本研究では知的障害児・者に対して、cup manipulation task と要求される動作は同様であ
りながら課題の目的が、より具体的（日常的）かつ明確となるようにした課題を実施し，その
成績の差異についても検討した。測定の結果、cup manipulation task では ESC 効果が出現し
ていない者でも、こうした課題では ESC 効果が少なからず認められることが明らかとなった。
これは知的障害児・者においては、課題の目的や文脈が具体的な場合，ESC 効果の出現が促さ
れることを意味している。また、あらかじめ運動を計画することの重要性が異なることが ESC
効果の出現に及ぼす影響についても、定型発達児・者及び知的障害児・者に対して独自に考案
した課題を用いることから検討した。その結果、定型発達児においては、あらかじめ運動を計
画することの重要性がさほど高くない状況では、ESC 効果の出現が低下することが明らかとな
った。しかし、知的障害児・者においては、課題によらず ESC 効果が認められることは少なか
った。 



 
 
３）知的障害児・者における ESC 効果と作業能力の関連 
 ESC 効果の出現を評価するための課題である bar transport task を知的障害児・者に実施す
ると共に、国際的にもよく知られた作業能力検査である Purdue ペグボードを実施し、両者の関
連について検討した。測定の結果、知的障害児・者においては bar transport task で ESC 効果
を示す者ほど、作業能力が高い傾向にあることが明らかとなった。更に、相関分析の結果、こ
うした両者の関係が、流動性知能の媒介により成立している可能性が示唆された。 
 
４）モデル呈示が ESC 効果の出現に及ぼす影響 
 Cup manipulation task において、ESC 効果を出現させるための遂行方法を事前に対象者に示
すことにより、知的障害児・者の課題遂行にどのような変化が現れるか検討したところ、こう
した事前のモデル呈示は、対象者の課題遂行に強い影響を及ぼさないことが明らかとなった。
この結果は、先に述べた知的障害児・者における事物に対する習慣的動作の抑制されえなさの
現れとしても捉えられる。 
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